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研究成果の概要（和文）：本研究は、倉橋惣三の保育思想とネル・ノディングズのケアリング論の理論的検討か
ら、乳幼児期の道徳性をとらえる新たな視点を提起することを目的とした。研究の結果、乳幼児期を原則に基づ
く善悪判断の発達の前段階としてとらえる従来の見方に対して、人間理解の共感的なまなざしの中でケアリング
関係を構築するという観点から道徳性をとらえることの必要性が見出された。そこで子ども同士の対人葛藤は、
自発的な存在として互いを感じ合い共感的にかかわり合おうとするケアリング関係の構築に通じる出来事として
とらえられた。

研究成果の概要（英文）：The study proposes a new perspective on the morality of young children, 
based on the philosophy of Kurahashi and Noddings. As a result, it is possible to understand that 
morality comes from caring relationships, instead of the development of moral judgment. In other 
words,  morality seems to be not an individual quality but being in relationships. In this context, 
peer conflicts are considered events constructing caring relationships instead of an opportunity for
 decentering and perspective-taking.

研究分野： 保育学・幼児教育学

キーワード： 乳幼児　道徳性　生活　倉橋惣三　ノディングズ　ケアリング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、人間の道徳性を個人の資質や獲得する能力としてではなく、関係性の中で立ち現れることとしてと
らえるという新たな視点を提起した。そしてその視点から、保育の場における子どもの対人葛藤をいかにとらえ
てかかわるかについて具体的に明らかにした。この研究の成果は、図書等にまとめるとともに、報告冊子を作成
し、園の保育者や保護者、保育関係者に配布を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年、道徳教育の重要性が高まる中、小・中学校では教授的な道徳教育を見直し「考え、議

論する道徳」への転換が進められている。一方、乳幼児期については、小・中学校との連続性
の観点から、幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領（以
下、要領・指針）において道徳性へと通ずる「道徳性の芽生え」を培うことが位置付けられて
いるが、ここ 20 年の改訂（定）においてその内容に大きな変化はみられない。そこで乳幼児
期は、対人葛藤を通して他者の気持ちの推測的な理解を発達させ、自分の行動をコントロール
できるようになることが重要とされている。そして、乳幼児期の子どもは道徳性をこれから獲
得する存在とされ、乳幼児期は道徳性の獲得や発達の前段階として位置付けられている。 
このような道徳発達段階理論に対して、ケア論の立場から異なる道徳観を提起したネル・ノ

ディングズ（Nel Noddings, 1929-）のケアリング論がある。ノディングズは、道徳性は認知
発達に伴う他者感情推測や原則理解によって「段階」的に発達するものではなく、日々の「生
活（life）」における人間同士のかかわり合いの中で個別具体的な他者に対して愛や心の自然な
傾向から応答的に行われるケアである「自然的ケアリング（natural caring）」を根源とする
と考えた（Noddings, [1984] 2013; 2010）。つまり、ケアリング論において道徳性は、段階的
に獲得・発達する能力ではなく、日々の生活の個別具体的な関係の中で立ち現われてくること
といえる。これに関して、わが国の「幼児教育の父」とも呼ばれる倉橋惣三（1882-1955）も
戦前からノディングズと同様の議論を既に行っていた（水津, 2017; 2018）。倉橋の保育思想
は、大人主導の教授的な指導から子どもの自発性を重視する保育へと転回した平成元年の要
領・指針の改訂の論拠の一つとなった一方で、「道徳性の芽生え」に関してはその思想は見受
けられず、倉橋の保育思想における道徳教育観とそれと共通性をもつノディングズのケアリン
グ論は「道徳性の芽生え」に対して新たな視点を提起し、現在の乳幼児期における道徳性のと
らえ方の転換へと通ずる可能性をもつと考え、本研究を行うこととした。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、ケア論の立場から「段階（stage）」ではなく「生活（life）」において道徳性を

とらえるネル・ノディングズのケアリング論および倉橋惣三の保育思想に着目し、日々の生活
における他者とのかかわり合いの中で立ち現われる乳幼児期の道徳性をとらえる新たな視点を
提起することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
（1）倉橋惣三の思想およびケアリング論の理論的研究 
 まず、倉橋惣三の保育思想においては、倉橋が道徳教育をどのように考えていたのかについ
て、倉橋の著書の内容分析を行った。次に、倉橋の保育思想における道徳教育観とノディング
ズのケアリング論の共通性を見出した。具体的には、まずノディングズの主要著書“Caring: 
A Relational Approach to Ethics and Moral Education”（初版 1984, 第 3 版 2013）および近
著“Maternal Factor”(2010）の原著の精読を中心とした検討を通して、ノディングズのケ
アリング論について明らかにした。その結果を倉橋の保育思想における道徳教育観と照らし合
わせ、共通性を見出し整理した。 
 
（2）子ども同士の対人葛藤のエピソード研究 
「道徳性の芽生え」においてその発達の契機とされる子ども同士の対人葛藤に着目し、子ど

もが他者とぶつかることの意味をエピソード研究によって明らかにした。具体的には、幼稚園
にて収集した対人葛藤のエピソードについて、（1）の理論的研究を視座として考察した。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）倉橋惣三の思想およびケアリング論の理論的研究 
 まず、倉橋惣三の保育思想において、倉橋は道徳教育に対して、何が道徳的であるのかを教
えるような教育は真の自然な体験を壊してしまうとして、徳目を前提とする修身教育のような
教授的な道徳教育に一貫して疑義を投げかけ、日々の生活の中で沸き起こってくる情感を重視
していた。そして、戦後に執筆された連載「人間性の涵養」において、他者を人間として感じ、
共感的にかかわり合って生きるという「人間性」を涵養することの必要性を説いていた。つま



り、要領・指針における「道徳性の芽生え」は対人葛藤等を経験することを通して道徳判断の
前段階となる他者の意図理解や他者視点取得を獲得することであるのに対して、倉橋は人とか
かわり合ううれしさを重ねることを通して他者を人間として大切にしようとする情感が沸き起
こってくることを重視していたと考えられた。 
 次に、倉橋の保育思想における道徳教育観とノディングズのケアリング論の共通性として、
両者とも原則に基づく道徳や個体能力主義的な道徳判断の発達段階理論とは異なる人間観に立
ち、「生活」における個別具体的なかかわり合いによって構築されるケアリング関係の中で人
間性が涵養されると考えていることが見出された。そして、子どもを“よくなろう”としてい
る存在として信じ、他者を対象として客観的に判断や分析、操作をしようとすることを慎重に
避けていた。それは、ノディングズでいえばすぐには理解できない行為に対して現実にあり得
る限りで最良の動機を知ろうと「確証」することであり、倉橋でいえば子どもがすでにもつよ
さへと向かう「芽」をていねいに見取って「芽」のまま重んじ、行動の良否ではなくその心も
ちを感じようとすることによってなされるものであった。 
 
（2）子ども同士の対人葛藤のエピソード研究 
 子ども同士の対人葛藤のエピソードの考察から、まず、対人葛藤は「自発性」の現れである
と考えられた。具体的には、他者に受けいれられないかもしれないことによって傷つくことか
ら自分を守ろうとすることやリードされる関係から自分を取り戻そうとすること、また関係の
深まりの中で自身の不満を訴えられるようになってきたことやつながりを確かめたいがゆえの
かかわりが自発的に生きる相手の思いとぶつかることによって、子ども同士の葛藤は生じてい
た。つまり、対人葛藤は未発達ゆえに生じるというよりも、自発性を有する人間が他者との関
係の中での自己のありようを探求する中で起きてくる、自発的な存在として互いを感じ合う出
来事であるととらえられた。 
次に、ぶつかり合う子どもたちに対して、保育者は善悪判断的なまなざしを崩し、子どもの

心もちを感じ取ろうとする共感的なまなざしでかかわっていた。それによって、簡単には価値
の決着がつけられない曖昧な状況の中で、原則に基づく良否ではなく相手を知ろうとするかか
わり合いが子どもたちのあいだに生まれていた。そしてそれは子ども同士で行われるようにも
なっていった。具体的には、他児の対人葛藤に対して、どちらが良いか悪いかを判断しようと
するのではなく、何に苦しみ何を必要としているのかを知ろうとし、それをケアしようとする
かかわりがみられた。 
 
 
５．まとめ：倉橋惣三の思想およびケアリング論からみる対人葛藤と道徳性 
 
 倉橋の保育思想とケアリング論を視点としたとき、まず、子ども同士の対人葛藤は、自発的
な存在として互いを感じ合う出来事であり、それは他者を人間として感じ、共感的にかかわり
合おうとするケアリング関係の構築に通じるととらえられた。ここで共感とは、個別具体的な
他者自身を知ろうとする共感であり、それは子どもの対人葛藤において保育者が、目に見える
子どもの行動の良否ではなく、倉橋のいう子どもの「心もち」を感じ取ろうとするという人間
理解の共感的なまなざしの中で現れていた。そして、この保育者のまなざしは、ノディングズ
のいう「確証」と通ずるものであり、その中で子どもたちの間においても他者を共感的に知ろ
うとケアしケアされるかかわり合いが生活の中で現れてきたと考えられた。 
 以上のことから、ケア論から乳幼児の道徳性をとらえると、原則に基づく善悪判断の発達を
促すのではなく、人間理解の共感的なまなざしの中でケアリング関係を構築することの必要性
が見出される。また、善悪判断の発達の前段階としての「道徳性の芽生え」に対し、倉橋のい
う「芽」は、子どもがすでにもつ、見落とされやすいよさやその心もちを見取り、かつそれ以
上の道徳的な行動を急いで求めるのではなくその「芽」のまま重んじるという保育者の姿勢を
表すものととらえられた。 
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